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指定管理者の管理運営に対する評価シート

所管課 産業経済局緊急経済対策室

評価対象期間 平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日

１ 指定概要 

施設概要 

名  称 北九州市立商工貿易会館 
施設類型 目的・機能

IV ― ⑧ 

所 在 地 北九州市小倉北区古船場町1番35号 

設置目的

商工業及び貿易に関する相談、情報提供等の事業を行うとともに、

中小企業団体及び貿易関係団体に対し相互の連携を図る場を提供

し、商工業及び貿易の振興を図る

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理者

名  称 北九州商工会議所 

所 在 地 北九州市小倉北区紺屋町13番1号 

指定管理業務の内容

１ 施設の維持管理業務 

・清掃、警備、設備等保守・点検、衛生・環境確保等 

２ 施設の利用に関する業務 

・会議室等の使用許可 

（受付、申込受理、備品等の貸し出し） 

・会議室等の使用料の徴収、返還及び市への納付 

・事務室使用料、共益費の市への納入 

・会議室等の利用促進 

・施設利用者及び市との連絡調整 

３ その他管理運営に関する業務 

 ・事業計画書及び収支計画書等の提出 

 ・関係機関との連絡調整 等 

指定期間 平成 31 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 

様式１ 

多段階評価 
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２ 評価結果 

評価項目及び評価のポイント 配点
評価 

レベル
得点 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 35 27 

（１）施設の設置目的の達成

20 3 12 

① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行

われたか。また、施設を最大限活用して、施設の設置目的に

沿った成果を得られているか（目標を達成できたか）。

② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増

加や利便性を高めるための取り組みがなされ、その効果があ

ったか。

③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連

携が図られ、その効果が得られているか。

④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、

その効果があったか。

［評価の理由、要因・原因分析］ 

① 定期的にテナント間の意見交換の場を設けるなど、「相互連携の場を提供し、商工業

の振興を図る」という設置目的は達成できている。 

② 指定管理者である北九州商工会議所が発行する機関紙やメルマガ及びホームページ

により広報活動を行っている。また、商工会議所が各経済団体や市内商店街組織など

と協力して商工業、観光、貿易、まちづくりなどの各種事業を積極的に展開し、これ

らに関係する会議等を商工貿易会館に誘致している。 

令和元年度は、利用件数、申込件数とも減少している。テナント入居のため 302、

702 会議室が廃止になったことが原因として考えられる。また、令和 2 年 2 月以降新

型コロナウイルス感染症防止のため、貸館の利用を制限したことも一因として挙げら

れる。そのような状況や、目標利用件数を増加したなかでの88％の達成率は、一定の

評価ができる。 

会議室の利用件数 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 

目標（利用件数ベース） 1,200件 1,250件 1,300件 1,800件

実績（申込件数ベース） 1,157件 1,266件 1,168件 1,128件

実績（利用件数ベース） 1,713件  1,853件  1,800件 1,590件

達成率 142.8％ 148.2％ 138.5％ 88.3%

※利用件数が申込件数を上回るのは、1件の申込みで複数回利用することもあるため。

1 階エントランスでは、テーブル、チェア、観葉植物を設置するなど、玄関周辺の

共用スペースの快適な空間が維持されている。また、無料でインターネットに接続可

能なＷｉ-Ｆｉサービスも継続しており、テナント入居者等からも好評を得ている。 

④広報活動については、 

１）商工会議所の会員（約8,563）に毎月発行する機関紙の利用案内掲載。 
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 ２）講習会・セミナー開催時に商工貿易会館のPRチラシ配布。 

 ３）商工会議所職員による企業訪問時の会館PRチラシ配布。 

４）4,337 件のメルマガ発行、ホームページによる広報など、独自の広報ツールを活

用し、企業･市民にPR活動を実施。 

（２）利用者の満足度 

15 5 15 

① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られて

いると言えるか。

② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなさ

れたか。

③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。

④ 利用者への情報提供が十分になされたか。

⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組

みがなされ、その効果があったか。

［評価の理由、要因・原因分析］

① 会議室等利用者及び入居テナントへのアンケート結果によると、「商工貿易会般の満

足度」に関して「満足以上」と回答した人の割合は、それぞれ 98％、100％となって

おり、会館利用者から高水準の評価を得ていると考えられる。令和元年度は入居テナ

ントの「満足以上」と回答した人の割合が 100％となっており、指定管理者が利用者

の意見を汲み取り、丁寧なサービスを行ったことが結果に表れたと考えられる。

②③⑤ 会館利用者が「不満」と回答したものは、空調や給湯設備、トイレなど施設の

老朽化に伴うものが多い。そうした中で、利用者の意見・要望を汲み取り、喫煙コー

ナーの間仕切壁設置、1 階エントランスホール及び各階共有通路の蛍光灯の LED 化、

Ｗｉ-Ｆｉサービスの提供、環境衛生（トイレへの芳香剤、便座クリーナーの設置、消

毒液の設置）など、細かな点においてもサービス向上に取り組んだことが、「商工貿易

会館全般の満足度」の一定の評価に繋がったものと考える。 

④ 利用者への情報提供については、1 階エントランスホール掲示板へのイベント等の

掲載等を行っている。また、テナントの連絡責任者を通じて情報の共有化を図ってい

る。会議室利用者へは、ホームページ上に会議室等の利用状況（会議室写真、レイア

ウト図、予約状況）の掲載やイベント情報などの案内を行っている。 

 会議室等利用者 入居テナント 

満足以上 不満以下 満足以上 不満以下 

R1年度 98％ 2％ 100％ 0％

H30年度 98％ 2％ 92％ 8％

H29年度 98％ 2％ 91％ 2％

H28年度 83％ 17％ 98％ 2％

２ 効率性の向上等に関する取組み 45 27 

（１）経費の低減等

① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に
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低減するための十分な取り組みがなされ、その効果があった

か。

35 3 21 ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理

者から再委託が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、

経費が最小限となるよう工夫がなされたか。

③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。

［評価の理由、要因・原因分析］

①②③ 指定管理者への支払いは平成30年度と比較し増加しているが、消費税増税によ

る増加であり、当初の計画どおりの水準を維持している。特に、近年では人手不足に

よる人件費の上昇や施設老朽化による修繕費増加傾向もあるなかで、当初の計画水準

を維持していることは、評価できる。 

光熱水費については、消灯活動の推進、LED 照明の取替、室内照度管理の徹底(照明の

間引き)、電力デマンド管理の推進、省エネ温度（夏28℃/冬19℃）の設定、空調設定

温度のこまめな管理、節水の徹底に取り組んだ結果、光熱水費は増加しているものの、

使用量の面から見るとガス・水道については平成30年度より削減できた。 

年度 指定管理料 

令和元年度 72,424,446円 

平成30年度 68,740,000円 

平成29年度 69,737,000円 

平成27年度 68,708,000円 

平成26年度 68,689,000円 

＜光熱水費＞ 

年度   電気（kw） ガス（ｍ3） 水道（ｍ3） 光熱水費計 

R1年度
料金 10,383,072円 4,627,712円 1,548,470円 16,559,254円 

使用料 504,972Kw 40,166㎥ 2,957㎥ 

H30年度
料金 10,062,722円 4,477,921円 1,595,910円 16,136,553円 

使用料 494,273Kw 38,214㎥ 3,091㎥

H29年度
料金 10,682,618円 4,596,343円 1,971,895円 17,250,856円 

使用料 522,033Kw 45,465㎥ 6,674㎥

（２）収入の増加

10 3 6 ① 収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効

果があったか。

① 積極的な会館のPR、周知活動により使用料等収入は広報活動の成果もあり、使用料

収入、共益費等前年度より増加している。 

NHK文化センター北九州教室の撤退以降、空きテナントになっていた3階フロアには令

和元年6月に新たなテナントが入居し、入居率が99％に増加した。 
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年度 
事務室・会議室等 

使用料 
共益費等 
諸収入 

計 
テナント 
入居面積 

令和元年度  46,792,795円 26,993,237円 73,786,032円 2,544㎡

平成30年度 46,459,425円 23,854,602円   70,314,027円 2,088㎡

平成29年度 48,971,018円 25,751,498円 74,722,516円 1,925㎡

平成28年度 52,597,678円 29,883,596円 82,481,274円 2,437㎡

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 20 12 

（１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

10 3 6 

① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合

理的であったか。

② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理

コストの水準、研修内容など）。

③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。

［評価の理由、要因・原因分析］

① 管理室事務員（3 名）、警備員（4 名）、建物・機械設備担当者（5 名）、清掃員のス

タッフ（6名）毎に勤務のローテーションを組んで、適切な配置を行っている。 

② 利用者の要望や苦情には真摯かつ迅速に対応している。 

また、定期的に設備管理、警備、清掃担当部門と内部会議を行い、施設管理に必要

な専門知識の研鑽に努めている。 

③ テナントの団体とは様々な事業で連携しており、経済団体の一層の相互連携を促進

している。 

（２）平等利用、安全対策、危機管理体制など

10 3 6 

① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実

施されているか。

② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用でき

るよう配慮されていたか。

③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適

切に行われていたか。

④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適

切な点はないか。

⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていた

か。

⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。

⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。

［評価の理由、要因・原因分析］

① 個人情報保護に関するマニュアルを定め、「個人情報保護方針」を制定し、個人情報

の保護に細心の注意を払っている。

② 会議室の受付は先着順としており、公平性は確保されている。また、公益法人とし

ての立場に立脚し公平な管理を行っている。
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④ 定期的なモニタリングや業務報告の内容を精査した結果、適切な収支内容である。

⑤⑥⑦ 館内に防犯監視カメラを設置し、警備員が巡回を実施するなど防犯に努めてい

る。緊急事態が発生した場合は「危機管理マニュアル」や「北九州市商工貿易会館消

防計画」に基づき対応することとしている。また、11 月には火災予防に係わる研修会

を実施するなど、危機管理に関する啓発もなされている。

【総合評価】

合計得点 66 評価ランク Ｃ 

［評価の理由］ 

・会議室は利用件数、目標件数とも減少しているが、会議室数の減少や新型コロナウイル

ス感染症防止のための貸館利用制限を行った状況も鑑みると、目標利用件数を増加した

なかでの88％の達成率は、一定の評価ができる。 

・経費については、人手不足による人件費の上昇や施設老朽化による修繕費増加傾向もあ

るなかで、当初の計画水準を維持していることは、評価できる。また、平成30年度より

テナント入居率が上昇した中で、ガス・水道の使用料が減少したことは指定管理者が経

費削減の取り組みを行った結果である。

・アンケート結果については、老朽化した施設に対する設備面での要望は見られるものの、

「商工貿易会館全般の満足度」に関しては利用者から高い評価を得ている。設備面

の改善については、限られた予算の中で、できるだけ要望に応えることができるよう、

緊急性等を考慮しながら適宜実施しており、その対応は迅速である。

・施設の管理運営に関しては、適正な人員配置により利用者に公平な体制で対応しており

安全面、防災面でも適切な管理体制が整えられている。

・入居テナントとの連携事業も多く、商工業の振興が図られている。

利用促進・利便性向上については、利用者の視点に立った独自の改善策を市に提案する

など、積極的に取り組んでいる。

［今後の対応］

限られた財源の中で老朽化した施設の改善に努め、最大限利用者の要望に応えていく。

また、会議室利用件数とテナント入居率を高い水準で維持していく。

［北九州市指定管理者の評価に関する検討会議における意見］ 

適正に評価されている。

今後も、市と指定管理者と協同で、市民サービスのより良い向上に向けて連携していた

だきたい。


